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私は現在、主に図書館にて利用相談等の業

務 に携わってお ります。 大学図書館 という

特性上、簡単な読み物から外国語の難解な論

文まで、受け付 けるリクエス トの内容は多岐

にわた ります。 今 回は、そんな業務の中で

気 になっていることをい くつか書いてみよう

と思います。

利用相談を受けて困る質問 として、質問し

てこられる方 自身が、 どんな資料を必要 とし

ているのかわかっていない場合が挙げられます。

例えば 「環境の本はどこにあ りますか?」

というもの。環境(学)と 一口に言っても工学 ・

教育 ・行政 ・保全…と非常に多 くの分野に関

連するために、本当に必要 とされる資料にた

どり着 くまで時間がかかってしまうことにな

ります。また、 「なんでもいいか ら○○の書

いてある本を借 りたい」 とい うの も、同様に

大変な質問 と言えます。 これらの場合には

まず、シラバスや講義の中で、先生が学習の

参考 となる資料を何か挙げていなかったか尋

ねることにな ります。

(シ ラバ ス の 中 に 答 え は きっ と有 り)

さて、利用相談業務において、インターネ

ットは必要不可欠なツールです。 日々の業

務で も、このサイ トをご覧になればあなたが

必要 としている情報が入手で きます、とお答

えする場合がままあ ります。

ですが、匿名性や情報発信の簡易 さか ら、

インターネット上の情報は紙上の情報 に比べ

信頼性 とい う点で疑問符が付 くことも少な く

はないため、利用相談業務で活用する際には
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中学生のころ …

収書 ・整理課 栗原さとみ

中学生のころ 『図書館貸出カー ド』 という

ものがあ りました。 ピンク色 の小 さい2つ 折

で生徒手帳に挟んでおくものです。内容は 「貸

出日 ・書名 ・返却 日 ・印」 といった もので1

枚に20冊 書 き込みがで きたと思います。

一緒に帰っていた友達が電車の中で熱心に

本 を読み、カー ドを2枚 、3枚 と更新 してい

くのを見て、私も本を読むようにな りました。

そうやって好きになったのがオルコットでした。

(「若草物語』や 『昔気質の一少女』などが

有名。今の中学生 も好 きかな。知 っているか

な。)今 思えば、ゆった りと幸せな時間を過

ごしていたのだと思います。

その名残か大人になって本を読むと、メモ

に読んだ日にちと書名を書いていました。そ

のカー ドもメモもすでにな く、現在はもっぱ

ら雑誌 と実用書の拾い読みです。何 とな く気

忙 しい毎 日を送っています。

子どもだけでなく大人もすぐカッとなるとか、

我慢ができなくなってきた原因の1つ に活字

離れ もあるのでは、と読んだことがあります。

学生 さんにはた くさん本を読んでゆった りと

した時間を過ごしてほ しいと思います。そ し

て友達に「○○の本 よかった よ」とかの会話 も

してほしいなと思ってい ます。ちょっとオバ

サ ンくさいですけど。

一 ちなみにこの間「読んでみて」とすすめた

のが 「日曜日の夕刊』という文庫本(重 松清著)

で、無理や り読 まされた夫は 「読んだ。よか

ったな。」 とだけ言って くれました。私は2

回泣いたのに。胸がキュンとなる短編集でした。


